




研究目的 

先天性副腎皮質過形成症(CAH)の新生児期、乳児期の治療は救命的意味からも重要である。

しかし、一定の治療指針として合意されたものは未だない。われわれの経験例について治

療法を分析、検討し、将来の治療に役立て、治療指針作製の参考に供することを目的に研

究を行った。 


